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1　は　じ　め　に

秋田県のトルコギキョウ栽培は，1985年ころから急速に

伸び注目されている。しかし，育苗が困難であることや，

仮植等に多くの労力を要することなどが規模拡大や栽培者

の増加を妨げている。このようなことから，本報では育苗

中の仮構の有無が定植後の生育・開花・切花品質に及ぼす

影響について，播種期別に検討したので．その結果を報告

する。

2　試　験　方　法

（1）供試品種　紫紺源氏（早生），紫苑（中生）

（2）播種期　9月16日，11月25臥1月19日，2月16日

（3）仮構の有無　有（本葉2～3枚時），無

（4）試験規模1区54株（1月播種　紫苑のみ63株）

（5）耕種概要

育　　苗　　法
播　　　　　種

9．16　11．25　1．19　　2．16

仮構育苗・
仮構期11．30　2．6　　3．6　　4．3
定植期　2．7　　3．8　　4．18　　5．13

無仮植育苗・定植期　1．6　2．16　　4，3　　4．13

播種から発芽まで最低気温23℃，発芽から本妻2枚まで

最低気温20℃，本妻2枚から定植まで最低気温10℃，定植

後は無加温室で管理した。

定植期：本葉4～5枚時（3対重出始め）

栽植距離：12×10C【n・9条植え

施肥量（k／a）：N：1．0kg，P205：2．0kg，K20：1．5kg

衷1仮構の有無と生有・開花に及ぼす影智

⊂1
8ロ

種

播　 仮 育　　 欠　　 採
採 花 期 （月 日 ）

十 せ

種　 讐 雷　 株　 慧 到
花
日

到
花
日

始 期　 盛 期　 終 期期　 有 数　　 率　　 数 数 数

胴旧） 無 （H ）　 ㈲　 酬 ） （日） （日）

紫

9．16　有 144　 16．7　 62．5 7．14　 7．20　 7．25 3 0 7 16 3

9．16　無 11 2　 6 4．8　 26．4 7．18　 7．23　 7 ．28 3 10 19 8

11．2 5　有 10 3　　　 0　 75．0 7．2 3　 7．30　 8 ．3 2 4 7 14 4

紺 11．2 5　無 83　 24．1　 56．9 7．2 5　 7．30　 8 ．5 2 4 7 16 4

源

氏

1．19　有 90　　　 0　 75．0 8 ．3　 8 ．7　 8 ．15 2 0 0 1 10

1．19　無 75　　 3 ．7　 72．2 7．2 8　 8 ．5　 8．13 19 8 1 23

2．16　有 87　　　 0　 75．0 8 12　 8 ．16　 8．2 1 18 1 9 4

2．16　無 57　 1．9　 73 ．6 8．2　 8 ．7　 8．18 17 2 1 1 5

紫

苑

9．16　有 14 4　 13 ．0　 65．3 7．3 0　 8 ．3　 8．10 3 2 1 17 7

9．16　無 112　 38 ．9　 45，8 7．3 1　 8．6　 8， 9 3 2 4 2 12

1 1．25　有 10 3　　　 0　 7 5．0 8．4　 8．9　 8 ．15 2 5 7 15 4
1 1．2 5　無 83　　 5．6　 70．8 8．6　 8．13　 8 ．18 2 6 1 17 8

1．19　有 90　　　 0　 7 5．0 8．14　 8．18　 8 ．22 2 1 1 12 1

1．19　無 75　 1．6　 73 ．8 8．10　 8．15　 8 ．20 2 0 8 13 3

2．16 有 8 7　　　 0　 7 5．0 8 ．2 2　 8．27　 9 ．9 19 2 10 5

2．16　無 57　　　 0　 7 5．0 8 ．16　 8．19　 9． 1 18 4 12 7

注．①到花日数：播種から採花盛期までの日数
㊥到花日数：定植から採花盛期までの日数
採　花　期：採花本数中10％採花を始期，50％採花を盛期，90％採花を終期とした。
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3　試験結果及び考察

日）育苗Il数

両品種，各播種期とも無仮植育苗が仮構育苗より15～30

日程度定植が早まった。また．播種期が遅れるほど育苗月

数は少なくなった（表l）。

（2）欠株

両品種とも無仮構育苗で多く発生した。特に9月播種

（1月6日定植）の紫紺源氏で約65％，紫苑で約40％と多

かった。また，仮植育苗でも約13～17％程度欠株がみられ

た。11月揺稲は．無仮植育苗（2J116口定植）の紫紺源氏

で約24％，紫苑で約6％の欠株があったが，仮構育苗（3

月8日定植）では欠株はなかった。1月，2月播種では欠

株は極めて少なく．仮植育苗では全くなかった（表1）。

（3）採花期

9月播秤では．仮植・無仮植育苗とも紫紺澱氏が7月中・

下旬，紫苑が7月下旬～8月上旬，11月播将では，紫紺源

氏が7月下旬～8月上旬，紫苑が8月卜中旬であり，9

月，11月播種での仮椿の有無による採花期の違いは．2－

4日と大きな差ではなかったが，仮構育苗で早かった。

1月播種では，紫紺漁民が仮植育苗で8月上・中旬，無

仮構育苗で7月下旬～8月中旬，紫苑は，仮構育苗で8月

中・下旬，無仮構育苗で8月中旬であった。2月播種では．

紫紺源氏が仮構育苗で8月巾旬，無仮植育苗で8月上・中

旬，紫苑では，仮構育前が8月下旬～9月上旬，無仮植育

苗が8月中・下旬であった。1月，2月播種では，9月，

11月播種とは逆に無仮植育苗がで採花が早まり．両品種と

も1月播種で2－3日，2月播種では8－9日早まった。

（表1）

（4）収穫物

9月播種では，両品種とも無仮植育苗で切花長の大きい

個体が多く，切花形質もまさった。これは．無仮植育苗で

欠株が多く発生したため，生存個体の生育が旺盛となった

ためで，仮構の有鰍こよる差ではないと考えられる。

11月播種では，仮構育苗で切花良の大きい個体が多く，

品質も良かった。

1月，2月播種では，9月，11月播種（秋播き）とは逆

に仮植育苗より無仮植育苗で切花長の大きい個体が多く，

品質も優れていた（表2）。

（5）以上のことから，9月～11月播種（秋播き）の場合，

蓑2　仮梅の有無と切花形質に及ぼす影響

【コ
Pq

種

播 仮 切　 切　 茎　 節　 花　 側
切花 長 別 割 合㈲

種 積

の
花　　 花　　　　　　　　 蕾　　 枝

70c El 7 0 、 6 1

以 上　 k 血
期 有 長　　 垂　　 径　　 数　　 数　　 数

明 ．日） 無 k d　 （g ） （血） （節） （個） （本）

紫

紺

9．16 有 8 2．2　 88 ．0　 6．5　 12．0　 2 1，2　 4．8 8 0，0　 15．6

9．16 無 8 7．3 1 16 ．4　 6 ．8　 】0．1　 34．5　 5．3 10 0　　　　 0

11．25 有 8 5．3　 78 ．1 6．5　 10，6　 22．2　 4．4 9 4．6　　 5，4
1 1．25 無 8 1．7　 66 ．2　 6．0　　 9．6　 2 1．8　 3．9 6 5．9　 19．5

源 1．19 有 70．2　 69 ．1 6．1　 8．0　 23．2　 3．8 5 3．9　　 30．8

氏
1．19 無 72．3　 52．0　 5．3　　 7．5 1 7．3　 2，9 8 2．7　　 9．6

2．16 有 62．8　 3 5．0　 3．9　　 7．0 14 ．2　 2．4 10．3　 15．4
2．16 無 7 1．0　 4 7．4　 5．1　 7．4 16 ．4　 2．8 4 9．0　　 34 ．0

紫

苑

9．16 有 83．2 13 0 ．6　 6．0　 13．8　 4 5．9　 9．0 8 0．9　 14．9

9．16 無 88．9 13 5 ．5　 6．0　 14．3　 50．2　 8．8 9 3．9　　 6．1

1 1．25 有 87．4 10 0 ．6　 6．0　 12．1　 33．0　 6 ．3 9 4 ．8　　 3．5

1 1．25 無 86．5 10 0 ．9　 6．1 13．0　 3 1．0　 6 ．3 9 0．2　　 5．9

1．19 有 74．4 1 10 ．0　 5．9　 12．8　 36 ．8　 6 ．8 3 5．8　　 30．2
1．19 無 76．6 12 0 ．0　 6．1 1 1．2　 40 ．8　 7．8 7 2．6　　 2 1．0

2．16 有 65．2　 55 ．0　 4．4　 10．6　 22．0　 5．8 1 0．6　　 6 1．7
2．16 無 75．4 10 4．0　 5．6　 11．0　 3 1．4　 5．8 6 6 ．7　　 26．7

無仮植育前（直接定植）れでは定植期が1月～2月の厳寒

期となり，所着不良による欠株が多く，品質もやや低下す

ることから．仮構育苗が必要と思われる。また，1月～2

月播種（春播き）の場合は－無仮植育苗（直接定植）が良

いと思われる。

4　ま　　と　　め

月播種（秋播き）では定植が1月～2月の厳寒期となり，

無仮構育苗（直接定植）では，定植後活着不良による欠株

が多発することや，品質もやや低下することから，採花率

及び切花品質の向上にとって仮構育苗が必要である。

1月～2月播種（春播き）さは∴無仮構育苗（直接定植）

で初期生育も順調に進み，開花も早く，切花品質も優れる

ことから，無仮構育苗でも良く．育苗の省力化が期待で

トルコギキョウの無加温施設我執こおいては，9月～11　きる。
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